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市
長
の
動
き�

　
８
月
11
日
、
対
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
「
対
馬
に
お
け
る
国
際
旅

客
航
路
を
活
用
し
た
国
際
交
流
の

促
進
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
報

告
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、(

財)

九
州
運
輸

振
興
セ
ン
タ
ー
が
、
２
０
０
２
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
た
も
の
で
、

国
際
旅
客
航
路
網
の
拡
充
が
、
地

域
活
性
化
へ
つ
な
が
る
と
提
言
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
具
体
的
な
方

策
と
し
て
、
韓
国
人
旅
行
者
の
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
、
漁
業
に
お

け
る
共
同
研
究
の
促
進
、
日
韓
交

流
を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
《
８
月
》

２
日
＝
対
馬
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
オ
ー
プ
ン
記
念
パ
ー
ク
ゴ
ル

　
　
フ
大
会

３
〜
６
日

　
　
＝
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
　
ム
　
　

　
　
　
　
（
東
京
）

８
〜
16
日
＝
人
間
ド
ッ
ク

17
日
＝
対
馬
市
議
会
第
２
回
臨
時

　
　
会

18
〜
25
日
＝
人
間
ド
ッ
ク

26
〜
27
日

　
　
＝
自
民
党
離
島
振
興
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
）

28
〜
９
月
１
日

　
　
＝
日
中
韓
３
カ
国
地
方
交
流

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

（
新
潟
）

　
８
月
20
日
、
一
般
県
道
唐
崎
岬

線
（
仁
位
卯
麦
間
）
が
完
成
し
卯

麦
ト
ン
ネ
ル
卯
麦
側
で
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
度
か
ら
改
良
事
業
に

着
手
し
、
総
事
業
費
約
26
億
円
、

工
事
延
長
1
2
0
0
ｍ
、
う
ち
ト

ン
ネ
ル
5
1
6
ｍ
（
卯
麦
ト
ン
ネ

ル
2
9
8
ｍ
、
ハ
ロ
ウ
坂
ト
ン
ネ

ル
2
1
8
ｍ
）
、
橋
梁
69
・
9
ｍ

（
糠
浦
橋
48
・
0
ｍ
、
卯
麦
橋
21

・
9
ｍ
）
、
車
道
幅
員
6
・
0
ｍ
、

全
幅
員
8
・
0
ｍ
の
道
路
が
開
通

し
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
は
、
豊
玉
町
の
中
心

部
の
仁
位
地
区
と
西
に
位
置
す
る

廻
地
区
を
結
ぶ
唯
一
の
県
道
で
す

が
、
道
路
幅
員
が
狭
く
急
カ
ー
ブ

が
多
か
っ
た
た
め
、
早
急
な
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
卯
麦
ト
ン
ネ
ル
、
ハ
ロ
ウ

坂
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
で
、
約
２
㎞

の
距
離
と
約
５
分
の
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
豊
玉
町
西
地
区
の
交
通
の

便
が
と
て
も
向
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
道
路
の
開
通
は
、

水
崎
・
唐
崎
両
漁
港
と
国
道
３
８

２
号
と
を
結
ぶ
連
絡
道
路
と
し
て
、

水
産
物
な
ど
の
運
搬
に
役
立
つ
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
22
日
、
対
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
、
約
3
0
0
人
が
参
加
し

て
、
国
の
天
然
記
念
物
ツ
シ
マ
ヤ

マ
ネ
コ
の
保
護
と
対
馬
の
活
性
化

が
ど
う
し
た
ら
両
立
で
き
る
の
か

を
テ
ー
マ
に
、
環
境
省
、
県
、
対

馬
市
の
主
催
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
中
川
志
郎
さ

ん
（
茨
城
県
自
然
博
物
館
長
）
と

池
田
啓
さ
ん
（
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
郷
公
園
研
究
部
長
）
の
基

調
講
演
か
ら
始
ま
り
、
動
物
の
専

門
家
や
民
間
の
保
護
団
体
、
行
政

の
代
表
ら
７
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

「
自
然
保
護
に
は
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
も
必
要
」
「
ヤ
マ
ネ
コ
の
保
護

を
産
業
に
」
な
ど
他
の
地
域
の
事

例
を
交
え
て
活
発
な
意
見
交
換
が

で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
地
元
の
大
船
越
小
学

校
５
年
生
18
人
が
、
「
ツ
シ
マ
ヤ

マ
ネ
コ
を
守
る
た
め
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
、
歌
を

交
え
て
自
然
保
護
を
訴
え
ま
し
た
。

県道唐崎岬線�

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

「
対
馬
も
ヤ
マ
ネ
コ
も
」

　
　
―
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
と�

　
　
　
　
地
域
の
活
性
化
―�

対
馬
は「
日
韓
交
流
の
架
け
橋
」に

　
　
―
九
州
運
輸
振
興

　
　
　
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
―

開 通

もちまき�

パネルディスカッション�

大船越小5年生�
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上
県
町
の
佐
須
奈
商
店
振
興
会

に
よ
る
盆
踊
り
イ
ベ
ン
ト
《
わ
い

わ
い
フ
ェ
ス
タ
「
夏
」
》
が
、
８

月
14
日
、
か
み
あ
が
た
ふ
れ
あ
い

の
広
場
で
開
催
さ
れ
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
参
加
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
振
興
会

が
、
地
域
住
民
や
帰
省
客
ら
に
元

気
で
楽
し
い
故
郷
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地

域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
午
後
４
時
に
開
幕
し
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、

職
場
対
抗
早
食
い
早
飲
み
大
会
、

尻
相
撲
大
会
な
ど
数
多
く
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
、
生
ビ
ー
ル
や
焼
き

鳥
な
ど
を
販
売
す
る
模
擬
店
や
ヨ

ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
子
供
た
ち
に
人

気
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
お
祭
り
ム
ー
ド
満
点
で
し
た
。

　
最
後
は
メ
イ
ン
の
盆
踊
り
が
行

わ
れ
、
浴
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
人

々
が
、
「
対
馬
音
頭
」
な
ど
に
合

わ
せ
、
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
お
ひ
さ
ま
ら
ん
ど
「
ち
び
っ
こ

ま
つ
り
」
が
８
月
21
日
、
豊
玉
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
ち
び
っ
こ
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
「
お
ひ
さ
ま
ら
ん
ど
」
は
社
会

福
祉
協
議
会
と
市
が
共
同
で
行
っ

て
い
る
子
育
て
支
援
事
業
で
、
母

親
の
育
児
不
安
を
解
消
し
、
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
と
す
こ
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の「
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」

に
は
０
歳
児
の
「
は
い
は
い
レ
ー

ス
」
や
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
、
ジ

ュ
ー
ス
の
早
飲
み
競
争
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
出
店
も

あ
り
、
そ
の
収
益
金
は
24
時
間
テ

レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
に
あ
て
ら

れ
ま
し
た
。

　
お
ひ
さ
ま
ら
ん
ど
で
は
、
今
後

も
「
運
動
会
」「
遠
足
」「
ク
リ
ス

マ
ス
飾
り
作
り
」
な
ど
、
お
母
さ

ん
同
士
の
交
流
や
子
ど
も
同
士
が

遊
べ
る
場
と
し
て
毎
月
行
っ
て
い

き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

◎
豊
玉
支
所
　
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
℡
　
５
８-

１
１
１
４

◎
社
協
豊
玉
支
所
　

　
　
　
　
℡
　
５
８-

０
３
６
４

　
美
津
島
町
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
、

２
０
０
４
い
さ
り
火
ま
つ
り
（
主

催:

対
馬
市
商
工
会
青
年
部
美
津

島
支
部
）
が
８
月
22
日
、
雨
の
た

め
、
美
津
島
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
恒
例
の
山
笠
行
列
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ー
、
子
供
太
鼓
、
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花

火
大
会
も
悪
天
候
に
負
け
ず
盛
大

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
方
が

ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

―
上
県
町
佐
須
奈
―

盆
踊
り
大
会
賑
わ
う�

２
０
０
４�

い
さ
り
火
ま
つ
り�

�
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